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まえがき

滋賀県は、水害被害額が 47都道府県中 47位であり、水害の少ない県です。水害が少ないため

か、県政モニターアンケート結果からも、洪水被害を受けると思う割合は低く、滋賀県民の災害

に備える意識が低いことが見受けられます。また、図 3 に示す地域防災力に関するアンケート

結果より、水防訓練を実施していない自治会が多いという現状があります。

図 3 地域防災力に関するアンケート調査結果

146

69

69

92

9

0

35

183

19 2

53

51

27

1939

0 500 1 000 1500 20 00 2500

１．情報伝達機器（防災無線など）を操作する訓練

２．河川や被害情報などの収集・分析訓練

３．高い建物や避難場所に住民が避難する訓練

４．住民による土のう作り

５．浸水地区に取り残された住民を救助する訓練

６．ボートを使って人や物資などを搬送する訓練

７．避難所での避難生活を想定した訓練

８．炊き出し訓練

９．応急救護訓練

10．身体の弱い人やお年寄り（ 災害時要援護者）を介護する訓練

11．水害を想定した机上訓練や図上演習

12．その他

13．水防訓練は実施していない

出典）地域防災力に関するアンケート(H20.2)回答結果 回答自治会数：2,465
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～あなたは今後１０年以内に洪水被害を受けると思いますか？～

図 2 県政モニターアンケート調査結果

(平成 19年 12月)

図 1 平成 11年～平成 20年までの水害被

害額（平成 12年価格）
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各市町では洪水ハザードマップを配布する際などに、自治会に出向いて説明する場を設定する

など出前講座を企画している市町もありますが、自治会からの申し込みはあまり多くなく実施事

例が少ない状況です。また、これまで具体的な氾濫状況がわからず、地域の実情に応じた説明が

難しかったことなどから、県・市町職員も積極的に出向いて行こうとする体制ではありませんで

した。

しかし、東近江圏域は天井川も多く、氾濫した際には深く浸水する地域も多いため(図 4)、東

近江圏域における「水害に強い地域づくり協議会」では、住民の水害に備える意識を早急に高め

る必要があるという認識で一致しました。

以上の経緯より、洪水・土砂災害ハザードマップ等により地域住民に潜在的な災害リスクを伝

え、災害に備える意識を高めてもらうために、出前講座などを有効に活用し意識を高める活動を

広げていく必要があり、県・市町の担当者１人１人が、地域の状況に対応した適切な内容をわか

りやすく説明できるよう、出前講座マニュアルを作成することになりました。

マニュアルの作成にあたっては、国や県が作成した資料を基に出前講座を実施し、その事例か

ら考えられる留意点をまとめるなど、できるだけ具体的な内容を記述することに留意しました。

今後出前講座などを重ねることにより明らかになる新たな留意点等について順次追加すること

により、担当者各自が有効に活用することができるマニュアルに更新されていくことが期待され

ます。

図 4 東近江圏域全体図(100 年確率最大浸水深図)
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1. 出前講座の位置付けと目的

地域の防災教育において自助・共助の意識を高め、地域防災力の向上を目指す必要があります。

近年、防災教育における手法として、行政と住民とが双方向で実施する取り組みである、図 5

に示す段階に沿ったリスクコミュニケーション手法が重要視されています。

図 5 リスクコミュニケーションの段階

上図に示すリスクコミュニケーションの各段階において、実施する取組の概要を整理すると表

1 のようになります。

表 1 実施項目と概要

実施項目 概要

出前講座 地域に潜む災害リスクを教えるなどして、地域の実情に応じた内容を

地域住民に伝え、災害リスクの認識、防災意識を芽生えさせる。また、

災害リスクへの具体的な対策事例を示すことで、今後取り組んでいく

べき内容を認識していただきます。

R-DIG（水害

図上訓練）

地域に潜む災害リスクを、R-DIG（水害図上訓練）により、地域住民自

ら気付いていただく。同時に、出前講座で紹介した災害リスクをさら

に理解していただき、解決策を住民自ら考えていただきます。

※R-DIG（水害図上訓練）とは、1/2500 程度の地図を使って避難所の

位置や避難経路、危険箇所等の災害リスクを確認していくことです。

避難訓練 R-DIG（水害図上訓練）で気付き、理解し、解決(検討)した内容を実際

の行動に移すための避難訓練となる。実際の行動に移してみて、初め

て気付く地域に潜む災害リスクも考えられます。

出前講座は、リスクコミュニケーションによる地域防災力の向上を目指すためのきっかけとな

る位置付けであり、地域住民に防災意識を芽生えさせ、今後の防災活動へ意識を持続させるよう

な内容が期待されます。

（４）解決・検討

（３）理解

（２）気づき

（１）リスクコミュニ

ケーションの開始

（５）行動

出前講座 水害図上訓練

避難訓練

解決方法

の検討

（４）解決・検討

（３）理解

（２）気づき

（１）リスクコミュニ

ケーションの開始

（５）行動

出前講座 水害図上訓練

避難訓練

解決方法

の検討
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2. 出前講座の準備

2.1 出前講座対象地区の選定

全自治会を対象に出前講座を実施することとして広報することは必要ですが、水害や土砂災害

については地域特性があり、リスクの大きい自治会から優先的に出前講座の開催を働きかけてい

くことも重要となります。優先すべき自治会としては、潜在的リスクが大きい自治会や、地域防

災力が弱い自治会であり、選定にあたっては、はん濫シミュレーション結果(図 4)や地域防災力

アンケート(図 3)を活用します。

2.2 資料作成

2.2.1 情報の収集

住民にとって水害や土砂災害は頻繁に経験するものではなく、認識が低いものとして基本的な

事項からわかりやすく説明する必要があります。近年の被災事例や県の対策等、具体的な資料や

映像等で説明するために利用できる情報を収集します。なお、河川や砂防施設の整備状況等につ

いては、土木事務所の河川砂防課に問い合わせて収集します。

表 2 資料収集場所及び使用趣旨一覧表

資料名 問い合わせ場所 使用趣旨

地域防災力アンケート結果 流域治水政策室
住民の水害に対する意識の低下を説明す

るため。

滋賀県の過去の水害写真
滋賀県

水害情報発信HP

過去の水害の被災経験等を分かりやすく

説明するため。

過去の水害の映像 流域治水政策室
過去の水害の被災経験等を映像で分かり

やすく説明するため。

過去の土砂災害の映像 砂防課
過去の土砂災害の被災経験等を映像で分

かりやすく説明するため。

全国で発生した水害に関する

情報

国土交通省、気象庁、

被災した市町村のHP

水害の危険性を分かりやすく説明するた

め。

水害シミュレーションの時系

列変化
流域治水政策室 現状での浸水リスクを説明するため。

浸水シミュレーションの

立体画像
琵琶湖河川事務所 現状での浸水リスクを説明するため。

破堤時の家屋流出範囲 土木事務所 現状での破堤時の影響を説明するため。

過去および現在の航空写真等
琵琶湖河川事務所 HP

（B-BOX）
土地利用の変遷を確認するため。

土砂災害警戒区域

土砂災害危険箇所マップ
砂防課 HP 土砂災害危険区域を確認するため
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表 3 水害情報 HPに掲載している情報一覧表（東近江圏域）

市町名 HP に掲載している水害情報

東近江市

・昭和 28年台風13号

・昭和 34年台風7号

・昭和 34年伊勢湾台風

・平成 2年台風19号

近江八幡市

・大正 6年

・昭和 28年台風13号

・昭和 34年伊勢湾台風

旧安土町（近江八幡市）

・明治 29年琵琶湖洪水

・昭和 28年台風13号

・昭和 57年台風10号

・平成 2年台風19号

日野町

・昭和 34年台風7号

・昭和 34年伊勢湾台風

・昭和 36年第2室戸台風

・昭和 40年台風24号

・昭和 43年

・昭和 57年台風19号

竜王町
・昭和 19年

・昭和 34年伊勢湾台風
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出前講座で使用するスライドは以下のフロー図に従って作成します。フロー図内のスライド番

号は、次項で説明します。

(1) 水害編と土砂災害編の選択

これから出前講座を実施しようとする地域に対して、「水害」と「土砂災害」のどちらを

メインにすればよいか不明な場合は、以下のフローで選択してください。また、水害編を選

択する場合は、「水害編（琵琶湖浸水が想定される地域版）」と「水害編（琵琶湖浸水が想

定されない地域版）」のどちらかを選択してください。

図 6 資料作成フロー図

(2) 水害編のスライドに必要な資料の取捨選択

出前講座用のスライドは、地域の特性に応じた内容であることが望ましいです。以下のフ

ローで水害編の出前講座に必要な資料を取捨選択できます。参考にしてください。

出前講座の実施

Yes

実施する区域が以下のどち

らかに含まれるか。

①浸水想定区域内

②地先の安全度マップの水
害リスクが高い範囲

No

水害編（琵琶湖浸水が想定される区域版）

土砂災害編

Yes

実施する区域が以下のどち

らかに含まれるか。

①土砂災害警戒区域内

②土砂災害危険箇所マップ
における危険箇所

Yes

No

水害編（琵琶湖浸水が想定されない区域版）

実施する区域が以下の区域

に含まれるか。

①琵琶湖浸水の浸水想定区

域内

出前講座の実施

Yes

実施する区域が以下のどち

らかに含まれるか。

①浸水想定区域内

②地先の安全度マップの水
害リスクが高い範囲

No

水害編（琵琶湖浸水が想定される区域版）

土砂災害編

Yes

実施する区域が以下のどち

らかに含まれるか。

①土砂災害警戒区域内

②土砂災害危険箇所マップ
における危険箇所

Yes

No

水害編（琵琶湖浸水が想定されない区域版）

実施する区域が以下の区域

に含まれるか。

①琵琶湖浸水の浸水想定区

域内
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図 7 資料作成フロー図（水害編（琵琶湖浸水が想定される区域版））
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(3) 土砂災害編のスライドに必要な資料の取捨選択

出前講座用のスライドは、地域特性に応じた内容であることが望ましいです。以下のフロ

ーで土砂災害編の出前講座に必要な資料の取捨選択ができます。参考にしてください。

図 9 資料作成フロー図（土砂災害編）
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2.2.2 資料作成の考え方

【水害編】

竜王町西横関及び近江八幡市小田町、東近江市葛巻、竜王町弓削で実施した出前講座を例に、

資料作成のポイントや留意事項、情報入手方法等を記載します。

資料のポイント等 スライド例

①表紙

地域の状況を反映させ

た表紙で興味を引き付け

る。

（公民館の写真、地域の航

空写真を使用）

水害に強い葛巻をめざして

２０１０．7．4

東近江圏域水害・土砂災害に強い地域づくり協議会

②過去の水害

過去に被災経験のある

自治会については、被災写

真等を使用して当時の状

況を説明する。（写真は県

の HPより入手可能）

③近年の水害の特徴

近年、全国および滋賀県

内で発生した水害の特徴

を伝え、現状の水害を認識

していただく。

④地域防災力アンケート

県政モニターアンケー

トや地域防災力アンケー

トの結果を示し、水害対策

の必要性を認識していた

だく。
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資料のポイント等 スライド例

⑤出前講座のポイント

出前講座の内容・ポイ

ントをわかりやすくす

るために、3項目程度で

示す。

⑥大雨が降った時のは

ん濫の進行

大雨が降ったときのは

ん濫の進行として、河川

や内水によるはん濫と

琵琶湖の水位上昇に伴

うはん濫について説明

する。

⑦水害シミュレーショ

ンの時系列変化

浸水シミュレーション

の時系列変化を示し、現

状で想定される浸水リ

スクについて説明する。

⑧浸水シミュレーショ

ンの立体画像

浸水シミュレーショ

ン結果の立体画像を示

し、現状で想定される浸

水リスクについて３次

元的に説明する。

⑨破堤時の家屋流出範

囲

Tランク河川において

破堤した場合の家屋流

出範囲を示し、現状の水

害リスクを説明する。

11k

12k

13k

一級河川日野川 10.0k－14.0k付近

家屋流失範囲の検討結果

※このスライド

は、水害編（琵琶

湖浸水が想定さ

れる地域）でのみ

使用します。

洪水ハザードマップ
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資料のポイント等 スライド例

⑩地域防災力のアンケ

ート結果

当該地域の地域防災

力結果の特徴を説明す

る。

⑪R-DIGの紹介

R-DIG（水害図上訓練）

を紹介する。

⑫自主避難ルールづく

り

他地域の対策事例を

用いて、対策について、

説明する。水防活動や自

主避難ルールづくり等

の活動を紹介する。

⑬まとめ

出前講座の最後にま

とめやおさらいをする

スライドを設けて、もう

一度出前講座のポイン

トや内容を思い出して

いただく。


